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地方を取り巻くデジタルアーカイブの現状

■市町村でのデジタル化が進んでいる。(参考１)

■組織内利用でＷＥＢでは非公開

■専門的な人材の不足している。

■地域資料は著作権処理が容易な場合がある。

■デジタルアーカイブの効用が明確化されない

ため、予算獲得に苦労する場面がある。





参考１：デジタル時代の地域資料の収集
・保存・提供事前アンケートから

■国立国会図書館調査（平成２６年度調査）

■対象：都道府県立、政令指定都市立図書館

■HPに地域資料コーナーがあるか

７２．２％（H１８年調査４７％）

■地域資料のデジタル化（H１８年度調査せず）

過去実施５１．４％

現在実施４７．２％

将来実施１８．１％

検討中 ８．３％
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デジタルでアドバイスした
都道府県



具体的にどのような相談があるか

■対象資料の選択

■スキャンニングの方法

■デジタル化のクオリティ

■フォーマットの選択

■デジタル化資料の評価方法

■適正な価格かどうか

■財政への説得方法

■どこがわからないのかわからない



デジタルアーカイブ失敗事例から

■見積もりを取ったら、出張旅費がほとんど。

■貴重資料をフラットベッドスキャナでスキャン。

■色校正をプリントしたもので行ってしまった。

■保存データをＪＰＥＧとＰＤＦにしてしまった。

■システム構築後に費用がかかってしまった。

■データをシステムから取り出せない。

■元データが行方不明。

■担当者が変わったら維持できなくなった。



地方で論議されている点

国、地方、ＭＬＡ間、それぞれの役割と連携のし
かたについて

アーカイブ構築を図るための人材育成

デジタルアーカイブの便益の明確化

著作権の許諾処理やシステム構築の簡易化



秋田県デジタルアーカイブ

参加機関毎にフロントＨＰがあり、統計、管理も独立している。



キーワードを自動表示

絞り込み検索



サムネイルを自動作成



拡大・縮小を相手環境に合わせて表示

原寸400dpi、ギガレベルファイルを提供



分類 要素読み 定義
秋田県立図書館 あきた文学資料館 秋田県公文書館 秋田県立博物館

秋田県埋蔵文化
財センター

秋田県埋蔵文化
財センター

秋田県立近代美術
館

遺跡・遺物資料 刊行物

Ｔｉｔｌｅ タイトル１

タイトル、シリーズタ
イトル、別タイトル、
各巻タイトル、作品
名、資料名等

タイトル タイトル 資料名 資料名 遺構名 書名（主） 作品名

（タイトル） タイトル１よみ タイトルよみ タイトル読み 資料名よみ 資料名読み 遺構名よみ 書名（主）よみ 作品名よみ

タイトル２ シリーズタイトル サブタイトル 資料群名 遺跡名・次数 作品名（シリーズ）

タイトル２よみ シリーズタイトルよみ サブタイトル読み 資料群名よみ 遺跡名よみ
作品名（シリーズ）よ
み

タイトル３ 別タイトル サブタイトル２ 表題名 他の呼称 報告書名（主） 書名（副）

タイトル３よみ 別タイトルよみ サブタイトル２読み 表題名よみ 他の呼称読み
報告書名（主）よ
み

書名（副）よみ

タイトル４ 各巻タイトル 学名 報告書名（副） 遺跡名・次数

タイトル４よみ 各巻タイトルよみ 学名読み
報告書名（副）よ
み

遺跡名よみ

タイトル５

タイトル５よみ

タイトル６

タイトル６よみ

Ｃｒｅａｔｏｒ 作成者１

著者、編者、翻訳者、
監修者、担当者、作
家名、デジタルクリ
エーター等

著編者１ 著者名 部課係名
制作者・著作者
等

撮影者 編集者 作家名

（作者） 作成者１よみ 著編者１よみ 著者名読み 部課係名よみ
制作者・著作者
等読み

撮影者よみ 編集者よみ 作家名よみ

作成者２ 著編者２ 作成 先覚者名

作成者２よみ 著編者２よみ 作成よみ 先覚者名読み

作成者３ 著編者３ 差出

作成者３よみ 著編者３よみ 差出よみ

作成者４ デジタルクリエーター 受取

作成者４よみ
デジタルクリエーター
よみ

受取よみ

作成者５

作成者５よみ

作成者６

作成者６よみ

各機関のメタデータのマッピングし、検索時に利用



秋田県でのデジタルアーカイブ成果

■各機関でのデジタル化が進捗

■絵図の原寸大レプリカを作成

■公開資料が２年連続で県文化財に指定

100年以上所蔵していて初めて

■公開資料の活発化

マスコミや海外機関からの利用申請が活発化

■地域ブランドへの素材提供

商品パッケージへの活用



アーカイブの
画像を利用



秋田県デジタルアーカイブの連携と背景

■ＭＬＡ各機関でデジタル化、館内公開レベル。

■総務省の実証実験事業を実施。

■既存メタデータの利用を可能にした。

■図書館が基盤を提供し、運用は各機関

■市町村、学校の参加を検討中

■図書館はＮＤＬサーチと連携済み

■博物館、公文書館、美術館は未連携
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